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①　回数券の廃止



公団別の偽造回数券対策公団別の偽造回数券対策

○中央道・外環道
　　平成１７年６月末

○その他の高速道・一般有料道路
　　平成１７年８月末

（代替措置が困難な一部の一般有
料道路については別途検討）

○新デザイン券(9,24,100回券等)
　　平成１７年夏頃

　　平成１７年７月末

○１１回券(H16.3.16より販売予定)

　　　継　続　使　用

　　　発　行　中　止

○旧デザイン券(9,24,100回券等)

　　平成１６年３月１５日

　　平成１７年１月末

○新デザイン券１００回券
　　平成１７年夏頃

　　平成１７年７月末

○１１回券(H16.11.25より販売中)

　　継　続　使　用

　　平成１７年７月末

○旧デザイン券(9,24,100回券等)

　　平成１６年１２月１５日

利
用
停
止
時
期

○中央道・外環道
　　平成１７年３月末

　　平成１７年１月末

○その他の高速道・一般有料道路
　　民　営　化　ま　で

　　平成１７年３月末
（代替措置が困難な一部の一般有
料道路については別途検討）

○新デザイン券(9,24,100回券)
　　平成１７年３月１５日

　　平成１７年１月末

○１１回券(H16.3.16より販売予定)
　　　継　続　使　用

　　　発　行　中　止

○新デザイン券（１００回券）
　　平成１７年３月１５日

　　平成１７年１月末

○１１回券（H16.11.25より販売中）
　　　継　続　使　用

　　　平成１７年１月末

販
売
停
止
時
期

日本道路公団阪神高速道路公団首都高速道路公団
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②　一般有料道路の料金割引

　



  

 

 

 

－ お知らせ－ 

平成１７年 １月２５日 

日 本 道 路 公 団 

 

 

 
 

日本道路公団では、高速国道と同様に弾力的な料金を導入するため、一般有料道路の料金割引の見直し

を進めております。ＥＴＣ車を対象に当面マイレージ割引、大口・多頻度割引を導入する方針です。 

現在、これらの割引を高速国道と同じく４月から開始できるよう、一般有料道路の料金割引に関する国

土交通大臣への許可申請に先立ち、関係地方公共団体と以下の内容で協議を開始いたしました。 

なお、民営化後、割引の結果をもとに将来の採算性の観点から再検討を行ないます。 

〔協議内容〕 

①平成１７年４月１日から、ＥＴＣを導入している一般有料道路において、マイレージ割引を開始

（ただし、民営化後に料金が見直され、割引内容が変わることがあります。） 

      ◆ポイント付与    ・料金の額１００円ごとに１ポイント付与 
◆ポイントの取扱い  ・高速国道で付与されたポイントと合算 

     ◆還元金の取扱い   ・高速国道と共通で利用 

ポイントの累計数 還元額（通行料金に充当） 有効期間 

１００Ｐ ２００円 

２００Ｐ ５００円 

６００Ｐ ２,５００円 

１,０００Ｐ ８,０００円 

 

最大２年 

(ポイントが付いた年度の翌年

度末まで有効) 

 

②別納割引が導入されている一般有料道路において、別納割引を平成１７年３月末で廃止し、同年

４月１日から大口・多頻度割引を導入（ただし、民営化後に料金が見直され、割引内容が変わる

ことがあります。） 

◆対象道路      ・京葉道路及び東京湾アクアライン 
◆割引の内容（※） 
(イ)車両単位割引（車両ごとに月当たりの利用額に応じて割引） 

月当たりの利用額 割引率 

５千円を超え１万円までの部分 １０％ 

１万円を超え３万円までの部分 １５％ 

     ３万円を超える部分 ２０％ 

（ロ）契約単位割引（車両１台当たりの利用額が月平均３万円を超える利用者を対象に、

月当たりの利用総額に応じて割引） 

月当たりの利用総額 割引率 

５百万円を超える場合 ５％ 

（※）京葉道路及び東京湾アクアラインの利用額に応じて割引率を計算 
 

③一般有料道路の回数券についても、高速国道の取扱いに準じ、原則として平成１７年３月末に販

売を停止するとともにマイレージ割引についてポイント割増キャンペーンを実施 

一般有料道路でもマイレージの導入を進めています 

～４月１日割引開始予定～ 

２ 



③　ＥＴＣの普及状況等③　ＥＴＣの普及状況等

　　



①ＥＴＣ利用者を対象とした割引

（実施中）

１．ＥＴＣ前払割引
２．時間帯割引　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　

　　（JH高速深夜割引（H16.11.1～）、通勤割引・早朝夜間割引 (H17.1.11～） ）

３．首都高速道路における夜間割引社会実験（H16.4.27～H17.3.31）
４．首都高速、阪神高速における高額回数券（100回券）の廃止
（H17.1月末をもって販売停止）に伴う期間限定割引（首都11/25～、阪神
11/24～）

５．本州四国連絡道路ＥＴＣ特別割引
６．首都高速道路・阪神高速道路における環境ロードプライシング
７．東京湾アクアラインＥＴＣ割引
８．首都高速ＥＴＣ特定料金区間　　等

（今後実施）

１．マイレージ割引（マイレージ割引、大口・多頻度割引(H17.4.1～） ）

ＥＴＣの普及促進
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②車載器購入費用の軽減策

330万台合計

阪神公団による料金還元を実施。
（17年3月末受付開始）

25万台

首都公団により、新たに車載器を購入した50万台
に対し、料金還元を実施。（16年10月受付開始）

50万台

ＪＨにより、新たに車載器を購入し、一般利用者向
けの利用頻度に応じた割引（マイレージ割引制度）
に申し込まれた方100万台に対し料金還元を実施。
（17年3月末受付開始）

100万台

新たに車載器を購入し、ＪＨの別納割引に代わるＥＴＣによ
る大口・多頻度割引へ申し込んだ方に対し、料金還元を実

施。（16年10月受付開始）

・現行別納制度の契約をされている方50万台、それ以外の
新規申込50万台を対象。計100万台。

100万台料金還元

（高速道路の利用料

　

　金から最大5,000円

　

　分を還元）

ＪＨによる購入支援。（16年11月に実施）30万台

スマートＩＣの導入に伴い秋以降順次支援開始10万台

阪神公団による購入支援。2.2万台は６月に実施済
み。残り12.8万台は16年9月に実施済み。15万台車載器購入支援

（ＥＴＣの購入に際
　　　

　し5,000円を割引）

台数

ＥＴＣの普及促進

終
了

実施中

実施中
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③ＥＴＣワンストップサービスの展開

　ＥＴＣの手続きの簡素化と時間の短縮化を図るため、カード会社とＯＲＳＥ（（財）

道路システム高度化推進機構）、公団が連携しサービスエリアで即時にＥＴＣ

カード発行するとともに、ＥＴＣ車載器の取付とセットアップを１箇所で実施で

きるワンストップサービス・キャンペーンを実施。

　　　　（阪神高速 泉大津ＰＡ（11/20～）、京橋ＰＡ（1/29～）

　　　　　ＪＨ 海老名ＳＡ・談合坂ＳＡ（11/27～）、

　　　　　首都高速 大黒ＰＡ（11/27～）、川口ＰＡ（2/5～）等にて実施）

　

ＥＴＣの普及促進
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ＥＴＣ車載器セットアップ台数
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①車載器の普及

平成17年１月のＥＴＣ車載器のセットアップ台数は約530万台
（保有車両台数　約7,400万台の約７％）

累計約530万台（1月31日現在）

H15支援策実施

H15支援策対象拡大

H16支援策実施
阪神(車載器購入支援) 9/17～
首都(料金還元)　　　10/ 1～
ＪＨ(車載器購入支援)11/19～ 等

ＥＴＣの利用状況
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ETC利用の推移
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本州四国連絡橋公団 利用率

（利用台数：万台/日） 　　（利用率）

②利用率の状況
Ｈ１７年１月現在のＥＴＣ利用率は
全国で２９．３％、首都高速で３３．０％

ＥＴＣの利用状況

ETC利用台数 約 1,465,700 台/日 約 364,000 台/日 約 174,600 台/日 約 28,700 台/日 約 2,033,000 台/日

（通行総台数） 約 4,943,900 台/日 約 1,101,700 台/日 約 818,100 台/日 約 79,200 台/日 約 6,942,900 台/日

ETC利用率（％）

首都高速道路公団

33.0%

本四連絡橋公団

36.3%

全　　　国

29.3%

阪神高速道路公団

21.3%

ETC利用率（平成17年1月21日－1月27日平均）

日本道路公団

29.6%

17.１ JH通勤,早朝夜間割引

16.11 JH深夜割引
回数券並限定割引

14.7 首都高特定区間割引
ETC前払割引

13.11 期間限定割引

16.4 JH夜間長距離割引社会実験
首都高速夜間割引社会実験

15.11 首都高速夜間割引社会実験

15.7 JH長距離割引社会実験
本四ETC特別割引
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③ＥＴＣの効果

ＥＴＣの普及にともない、
・首都高速道路の本線料金所では、渋滞が70%減少。
・東名高速東京本線料金所では、年始のピーク時に
　おいて渋滞が半減。

ＥＴＣの効果

 日交通量がほぼ同じ日の渋滞比較（H16.1.2とH17.1.2）
　　　［東名高速　東京本線料金所（上り線）を先頭とする渋滞］
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H16.1.2 ⇒ 59,800 台/日 （約１５％）
H17.1.2 ⇒ 59,100 台/日 （約２８％） 8



①二輪車への対応

　・現行のＥＴＣシステムを活用した二輪車ＥＴＣに関して、安全性、運用面、二輪

車用の車載器に関する評価などを行うため、首都圏を対象にプロライダーに

よる試行運用を４月下旬までに開始。

　　（1/31車載器調達に関する官報公告）

②クレジットカード以外の決済方法の導入

　・クレジットカードを利用いただけない方や、利用したくない方に対して、ＪＨ等

公団において、一定額の保証金を事前に支払った上で、料金を銀行口座か

ら引き落とす保証金（デポジット）方式のＥＴＣカードを民営化までに実施でき

るよう検討中

さらなる普及促進
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さらなる普及促進

③ＥＴＣ車載器リース制度の実施

　・従来ＥＴＣを利用していない中低頻度利用者を対象に　　

　

　　ＥＴＣの普及を図る必要

⇒ＥＴＣの初期費用を低減し、ＥＴＣへの利用転換を推進す

　るため、平成１７年度ＥＴＣ車載器リース制度を実施

数年程度のリース期間で月あたり数百円程度の利用料金と

利用しやすい料金を目指し、制度内容について調整中
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ETCETC利用車を対象とした料金社会実験利用車を対象とした料金社会実験

　　



料金社会実験

ETC利用車を対象とした現在実施中の料金社会実験

・首都高速夜間割引

　　　　（H16年4月27日～H17年3月31日）

・阪神高速週末割引

　　　　（H17年1月29日～3月13日の週末（土・日・祝日））

・首都高速湾岸線（横浜地区）割引

　　　　（H16年12月1日～H17年3月31日）

・名古屋高速・東名阪（特定区間割引、夜間割引）

　　　　（H16年10月14日～H17年3月15日）

・関西空港連絡橋相互利用割引

　　　　（H17年2月1日～2月28日）
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阪神高速週末割引

料金社会実験

割引時間帯 車　種 通常料金 割引率
週末割引
料金

普通車 700円 630円
大型車 1,400円 1,260円
普通車 700円 560円
大型車 1,400円 1,120円
普通車 700円 630円
大型車 1,400円 1,260円

10:00以降
～11:00前
11:00以降
～15:00前
15:00以降
～16:00前

10%

20%

10%

料金
 普通車
 現行料金（700円）

630円 630円

時刻

土曜日・日曜日・祝日

20％割引
560円

１０％割引

２０％割引

１０％割引

0 2410 11 15 16

【実験内容】

　対象路線：阪神高速道路（阪神東線）

　対象車両：ETC無線通行車両（全車種）

　　期　間　：H17年1月29日～3月13日　

　　　　　　　 の週末（土・日・祝日）

　割引内容：朝10:00から夕方16:00前まで時

　　　　　　　 間帯により２段階の料金割引　
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関西空港連絡橋相互利用割引

料金社会実験

【実験内容】

　割引対象：阪神高速４号湾岸線又は関西空港自動車道から関空連絡橋を

　　　　　　　 利用するETC無線通行車両（全車種）

　　期　間　：H17年2月1日～2月28日　

ＪＨ
　
関
空
自
動
車
道

関
空
連
絡
橋

阪
神
高
速
　
南
線

関空連絡橋に
ＥＴＣゲートを設置

関
西
国
際
空
港

りんくうＪＣＴ

（普通車：往復）

２,１００円２,４００円２,４００円阪神高速

３,０００円３,５００円４,１３０円合　計

９００円１,１００円１,７３０円関空連絡橋

ETC乗継割引

（H17.2.1～）

一般料金

引下げ実験

（H16.11.1～）

現行料金

●料金割引額例　（大阪市内（梅田）→阪神高速経由→関空）

割引 割引

割引
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④　高速国道の新たな料金割引の実施状況

　



高速国道の新たな料金割引の実施状況

１．ＥＴＣ深夜割引（Ｈ１６．１１．１から実施中）の実施状況

　・１１月と１２月の割引利用台数を比較すると約２６％増となっており、ＥＴＣ利用台数増ペースを上回っている。
　・利用傾向としては、想定どおり別納カード利用トラック等の中長距離（１００㎞超）利用が多くなっている。

－＋11.9％▲2.7％－＋0.6％＋26.4％＋24.7％伸び率

6.9％41,7501,7682.3％126,7652,8905,109１２月

6.0％37,3011,8171.8％126,0632,2554,097１１月

Ａ/Ｃ
ETC全国利用
台数（Ｃ）※

割引額/台
（円）

利用割合
(Ａ/Ｂ)

高速利用
台数(Ｂ)

割引台数
（Ａ）

割引額
（百万円）

※一般有料道路分を含む
（参考）車種別利用台数割合…トラック系（大型・特大）約５８％、乗用車系（軽・普通・中型）約４２％

　　　　カード別利用台数割合…ＥＴＣ別納カード約７４％、ＥＴＣクレジットカード約２６％

２．ＥＴＣ通勤割引及びＥＴＣ早朝夜間割引（Ｈ１７．１．１１から実施中）の実施状況

　①実施上の問題等
　　・時間帯５割引の開始に伴い、料金所における時間待ち駐車など交通運用上の支障等が懸念され、全国的に
　　　現地調査等を実施したが、当該事案を含みトラブルは発生しておらず、現在まで第三者からの報告等も特
　　　になし。

　②渋滞状況
　　・ＥＴＣ通勤割引対象区間（地方部）について、中でも渋滞回数の多い東名高速（豊田ＩＣ～東名三好ＩＣ
　　　下り）及び中央道（八王子ＩＣ～相模湖東ＩＣ間上り）を調査（1/12～25）したが、前年同時期に比べ、
　　　渋滞回数は減（７回→４回）。
　　・ＥＴＣ早朝夜間割引対象区間（大都市部）について、渋滞多発区間である近畿道（東大阪南ＩＣ～八尾
　　　ＩＣ上り）を同様に調査したところ、前年同時期に比べ渋滞回数は減少（１０回→３回）。
　　　　⇒　交通量が減少していないにもかかわらず、料金所渋滞が減少しており、ＥＴＣ利用率の増が大き
　　　　　　な要因と考えられるが、割引による通勤時間帯以外への転換も寄与していると推察。
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「マイレージ割引」及び 「大口・多頻度割引」について （Ｈ１７．４．１から実施）

○契約主体は、個人・法人・中小企業等協同組合法に基づく組合
○後納契約による
○車両単位の割引と契約単位の割引の組合せ
　・車両単位の割引 ： 車両１台毎の月間利用額に応じた割引
　・契約単位の割引 ： 車両１台当たりの月間平均利用額が３万円を超え、かつ、契約単位で月間利用
　　　　　　　　　　　額が５百万円を超える場合に、契約単位の月間利用総額に対して割引

　◇車両単位の割引（多頻度割引）

２０％３万円を超える部分

１５％１万円を超え３万円までの部分

１０％　　５千円を超え１万円までの部分

割引率車両１台毎の月当たりの利用額

◇契約単位の割引（大口割引）

１０％

割引率
契約者毎の月間利用総額
（車両１台当たりの月間平均利用額が

３万円を超え、かつ、契約単位で月間
利用額が５百万円を超える場合）

８，０００円

２，５００円

５００円

２００円　

還元額

４．８％１０，０００円

１３．８％５０，０００円

７．７％３０，０００円

３．８％　　５，０００円

割引率利用額

○契約主体は、個人・法人

○受付：平成17年３月25日（郵送による登録受付開始）

　　　　平成17年４月１日（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄによる登録受付開始）

○ポイントは、毎回の利用額５０円につき１ポイント発行
　※本年４月から民営化（本年１０月を予定）までの間、
　　ポイント２倍キャンペーンを実施予定　　　　　　　　　
○ポイントの有効期間は、最大２年（ポイントの発生した
年度の翌年度末まで有効）　
○ポイントの交換単位は、100、200、600、1000ポイント
の４種類

　◇割引率

マイレージ割引

大口・多頻度割引
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